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HTML, JavaScript, WebGL, GLGE, Google Earth API, IGRF11, PHP.
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•教育用Virtual Theodolite for Geomagnetics(Webアプリケーシ
ョン)を作成中である。
•WebGLは一部の開発版のブラウザ*4が対応している。WebGL
に正式対応したブラウザのリリースとその普及を待ち、サービス
の提供を目指したい。
•Google Building Makerのサービス対象が、地磁気観測所があ
る郊外まで広がれば、より現実の地磁気観測環境に近づくであろ
う。
*4 Google ChromeとFirefoxの開発版（共にオプション設定が必要）で閲覧可能。
[実装予定項目]
•VTG上でヴァーチャル磁力線の可視化を行う。
•セオドライトのつまみ類の実装を進める。
地磁気観測実習上の問題点
ヴァーチャル・セオドライト
付録：開発環境
ヴァーチャル観測所と実観測所の相違点
まとめと課題
Theodolite
ヴァーチャル観測所と実観測所
•現地にあるはずの観測棟が無い。
•Google Building Makerで左図観
測棟を作成し、アップロードしようとし
たが、現在受け付けている仮想建造
物は都市部だけなので不可。
Overview
エレベーションを変えることで、天頂を見ることも可能。
Monitor
• IGRF11モデル計算値
を参照している。
閑話休題
•デフォルト観測点である二条
城は、ほぼ正確に地理的真北
を向いている堀川通から東に
約３度傾いている。
•これは築城に際して方位磁石
を用いて南北を決めたからで
あろうといわれている。（「建築
技術史の謎を解く」西和夫著）
• なおVTGは、地名or地理座
標を入力することで、任意の観
測点に移動可能である。
